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要  旨 
  

2023 年から 2024 年にかけて，宮城県牡鹿半島でセンサーカメラを用いた動物相の調査を実施した．期間

中，39 種の動物（哺乳類 11 種，鳥類 28 種）を記録した．牡鹿半島の動物相の種の豊富さは東北地方の他

の調査地と同程度だったが，記録された動画の 74%はニホンジカ Cervus nippon（以下シカ）に偏っており，

近年の半島内のシカの生息数の増加と分布拡大を反映していた．シカは秋に多く撮影され，これは交尾期の

活動性の高まりを反映していると考えられた．日内では夜間の撮影頻度が高く，半島内で実施されている有

害駆除を避けるためと考えられた．食肉類の一部は，シカの撮影頻度が高い場所で多く撮影された．植物生

産性の高い場所に両者が引き寄せられた可能性，もしくは食肉類がシカの死体を食物として利用している可

能性が示唆された．シカの撮影頻度と撮影された動物種数に関連はなかったが，シカが動物相に与える影響

については，より長期的な調査を踏まえて判断すべきである． 
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（2025 年 9 月 24 日受付，2025 年 10 月 15 日受理，2026 年 1 月 31 日発行） 

 
 

はじめに 
 
近年，日本各地でニホンジカ Cervus nippon Temminck, 

1836（以下シカ）の増加に伴う森林生態系への影響が問題

となっている（植生学会委員会，2011）．シカの密度の増加は，

1）土壌成分の劣化（古澤ほか，2003；若原ほか，2008；福島

ほか，2014），2）動物相の減少（坂田ほか，2008；上田ほか，

2009；奥田ほか，2012；近藤，2017），3）植物群集の衰退（長

谷川，2000；崎尾ほか，2013；角田ほか，2017；壁村ほか，

2018)，を引き起こす．同所的に生息する生物への影響として，

たとえば岩手県ではシカの採食圧によりオオバナノエンレイ

ソウ Trillium camschatcense Ker Gawl.の個体群の被食率が

2017 年以降に上昇し，開花個体数個体数が減少した（真

崎・富松，2024）．兵庫県のウスイロヒョウモンモドキ Melitaea 
protomedia Mntris, 1858 は，2005 年から 2011 年までは約 1 
km のトランセクトで成虫を 40 個体以上確認できたが，シカの

食害や踏みつけによる食草減少に伴い，2014 年には確認で

きなくなった（近藤，2017）．植物が生育可能な土壌や動物

群集の健全性を維持するために，シカ個体群の適切な管理

は重要と考えられ，生態系に影響を及ぼさないシカ密度の把
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握は必須と言える． 
宮城県牡鹿半島でも，シカの増加に伴う農林業被害，車と

の交通事故（Takahashi et al., 2023），そして下層植生の衰

退（下山，2012）が問題となっており，シカの有害駆除や第二

種特定鳥獣管理計画に基づく個体数調整がすすめられてい

る（宮城県，2022）．我々は 2020 年度より，半島内のシカの採

食圧による植生改変が土壌環境や同所的に生息する動物

の個体群サイズ・行動に及ぼす影響の評価を開始した．後

者に関しては，牡鹿半島外に位置する石巻専修大学の演習

林と半島南西部の清崎地区でセンサーカメラを用いた哺乳

類ならびに鳥類の生息状況の予備調査を実施し，撮影され

た動物相について本誌に報告した（古川ほか，2022；八木澤

ほか，2024）．今回，調査範囲を半島全域に広げ，約一年に

わたって調査を行ったので，撮影された動物の内容を報告す

るとともに，シカの生息実態についての情報を整理し，同所的

に生息する動物との関連について検討する．この知見を，今

後の同地域でのシカ管理を進めるうえでの基礎資料とした

い． 
 
 

材料と方法 
 

調査地 

本研究は，宮城県石巻市にある牡鹿半島（北緯 38 度 37
分，東経 141度 47分）で調査を行った（図 1）．石巻市の年平

均降水量は 1089.4 mm，年平均気温は 12.2 ℃，平均最高

気温は 16.8 ℃，平均最低気温は 7.9 ℃である（いずれも

2011－2020 年の平均値）（気象庁，2025）． 
牡鹿半島にはスギ Cryptomeria japonica (Thunb. ex L.f.) 

D. Don (1839)やヒノキ Chamaecyparis obtusa の植林地やコ

ナラ Quercus serrata Murray (1784)やアカマツ Pinus densiflora 
Siebold et Zucc.を優占種とする二次林が広がり，部分的に

モミ Abies firma Siebold et Zucc.またはタブノキ Machilus 

thunbergii Siebold et Zucc. (1846)が優占する自然植生が分

布している（平吹・高槻，1994；下山，2012）．シカの採食圧の

影響で，林床植生が非常に貧弱であるいっぽう，シカが好ま

ないベニバナボロギク Crassocephalum crepidioides (Benth.) 
S. Moore (1912)が蔓延し，大群落を形成している（宮城県，

2022）． 
牡鹿半島は，戦後まもなくはシカ狩りを主体とする県営猟

区であり，1965 年時点では狩猟者でさえシカの姿を見かける

ことがなかったという．また，1980 年代の牡鹿半島のシカに関

する記録では，植生への影響への言及はみられない（下山，

2012）．しかし1990年代以降，シカは生息数や生息域を急速

に拡大させ，農林業被害のみならず車両衝突事故や庭木の

食害など人とのあつれきが増大するとともに，林床への食圧

による下層植生の単純化など生物多様性にも影響を及ぼし

ている（宮城県，2022；Takahashi et al., 2023）． 

 
カメラトラップによる動物の相対撮影指数の評価 

シカをはじめとする動物の生息状況を評価するため，牡鹿

半島内にセンサーカメラ（Ltl-Acorn 6310W，Shenzhen Ltl 
Acorn Electronics Co. Ltd.）を20台設置した（図1）．カメラ設

置場所はいずれも落葉樹林が優占し，海岸付近の設置場

所ではタブノキも見られた．カメラ設置場所の林床植生はガ

マズミ Viburnum dilatatum Thunb. (1782)，イチゴ類 Rubus 
spp.，ムラサキシキブ Callicarpa japonica Thunb. (1784)，ア
ズマネザサ Pleioblastus chino (Franch. et Sav.) Makino，ス
ズタケ Sasamorpha borealis (Hack.) Nakai などの低木がま

ばらに生育し，草本類は林縁部にススキ Miscanthus sinensis 
Andersson (1855)，ベニバナボロギク，アザミ属 Cisium spp.，
有毒のテンナンショウ属Arisaemaが生育しているのを除けば

貧弱だった．カメラは，半島内を通る県道 2 号線および 220
号線から林内に 50 m 以上入った場所に自生する高木の幹

（地上高1 m）に縛り付けて固定し，レンズを林床に向けた．ゆ

えに，道路周辺の林縁的な環境が動物の撮影に影響した可

能性は否定できず，また撮影された鳥類が地上性の強い種

に偏っている点は注意が必要である．カメラの映像の撮影時

間は 60 秒，撮影インターバルは 10 分間とし，動画には撮影

年月日と撮影時刻が写し込まれるように設定した．同一個体

の重複撮影を避けるために，30 分未満の間隔で撮影された

動物は同一個体とみなした（O’Brien et al., 2003）．カメラ上

部には，雨よけとしてプラスチックトレーをセットした．20 台の

センサーカメラのうち 2 台は宮城県立自然公園特別地域内

に，そして 14 台は三陸復興国立公園特別地域内に設置し

たため，工作物の設置許可を取得した（宮城県自然保護課 
東振指令第 509 号，同 510 号）．カメラの設置期間は 2023
年 4 月から 2024 年 2 月の 11 カ月間とし，この間約 2 か月に

一度の頻度（合計 5 回）でデータを回収した．調査期間が長

期にわたったため，途中でカメラの動作不良が発生した．ゆえ

に，設置場所により稼働日数は異なる（表 1）． 

 

 

 

図 1  調査地の地図．黒丸はセンサーカメラを設置した場所．白

丸はデータを解析に加えた大学演習林（古川ほか，2022）と清崎

（八木澤ほか，2024）の位置を示す．  
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表1 牡鹿半島に設置したセンサーカメラの稼働日数（2023 年 4 月

〜2024 年 2 月）． 

 2023年  2024年  

カメラID Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec  Jan Feb 総計 

BI28 2 0 4 31 16 30 15 0 31  31 15 129 

BI33 19 31 30 31 31 30 31 14 0  0 0 217 

BI34 19 31 28 31 31 30 18 30 31  31 15 249 

BI35 19 31 30 31 31 30 31 30 31  31 15 264 

BI36 19 31 30 31 31 30 31 19 18  31 15 240 

BI37 12 31 27 19 31 30 9 30 31  31 15 220 

BI38 9 31 30 31 31 30 31 30 31  31 15 254 

BI39 12 31 27 29 31 30 31 30 31  31 15 252 

BI40 19 31 30 31 31 30 31 30 31  31 15 264 

BI41 17 4 4 31 31 30 31 29 18  31 15 195 

BI42 19 31 30 31 17 30 31 30 31  31 15 250 

BI43 19 31 21 7 11 1 0 24 31  31 15 145 

BI44 19 31 30 31 31 30 31 30 31  31 5 264 

BI45 19 31 30 31 31 30 31 30 31  31 15 264 

BI56 19 31 30 31 31 30 31 30 31  31 15 264 

BI57 19 31 30 31 22 0 4 30 31  31 15 198 

BI58 10 31 27 23 31 30 31 30 31  24 0 244 

BI60 9 31 30 31 31 30 31 30 31  31 15 254 

BI63 12 31 30 31 31 30 31 30 31  31 15 257 

BI66* 0 0 0 0 10 30 31 30 31  31 15 132 

合計 292 531 498 543 541 541 511 536 563  582 260 5398 

* 期間中に BI59, BI07 と交換 

 
撮影された映像から動物が撮影されたデータを抽出し，動

物種，時間帯（0 時から 23 時まで 1 時間単位で評価），撮影

された個体数を記録した．一枚のビデオに複数種の鳥類が

同時に映った場合は各鳥類種の撮影回数をそれぞれ 1 回と

カウントした．カメラ間での稼働日数の違いを補正するため，

データの比較には，100 カメラ稼働日あたりの撮影枚数［撮影

頻度指標：Relative Abundance Index（以下RAI）］を用いた．

後述するように，シカ以外の動物の撮影枚数が少なかったた

め，本研究ではこれらの動物種の撮影頻度の季節性や撮影

された時間帯に関する解析は実施しなかった．また，シカの映

像には多くの場合複数の個体が映っていたが，本報告では

群れの構成については議論しなかった． 
 

統計解析 

シカの RAI の月変化ならびに時間帯による変化を評価す

るために，一般化線形混合モデル（GLMM）を用いた．セン

サーカメラの設置場所をランダム要因とし，目的変数の誤差

構造には正規分布を仮定した．牡鹿半島のシカの生息密度

と他の動物の生息との関連性を評価するために，シカの RAI
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2157 
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29 
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不明哺乳類 - - Jan, Apr, May, Jun, Oct, Nov, Dec 49 

小計    2554 

鳥類 Aves     
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ツグミ類 Turdidae Turdus sp. Aug, Oct 5 
クロツグミ Turdidae Turdus cardis May, Jun, Jul, Aug, Oct 14 
トラツグミ Turdidae Zoothera dauma Apr 1 
スズメ Passeridae Passer montanus Jul 1 
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小計    354 

不明動物   Jul, Aug, Sep, Oct 17 

合計    2925 
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の動物種との関連も分析した．相関分析の際，半島外の大

学演習林（古川ほか，2022）と半島南西部の清崎地区（八木

澤ほか，2024）のシカおよびそれ以外の動物の RIA もデータ

セットに加えた（この 2 箇所については，複数のセンサーカメラ

から得られた情報をまとめて扱った）． 
統計解析にはフリーソフトウェア R ver. 4.2.3（R Developmental 

Core Team, 2023）とパッケージ nlme（Pinheiro et al., 2021）を
用い，有意水準（α）は 0.05 とした． 

 
 

結  果 
 
調査期間中，我々は 20 台のセンサーカメラ（合計稼働日

数：5398）で動物の映像を 2925 回記録した．撮影された動

物は，哺乳類が 11 種（種が同定できなかったネズミ類とコウ

モリ類はそれぞれ 1 種とカウントした），鳥類が 28 種（種が同

定できなかったヒタキ類は 1 種とカウントした）の計 39 種だっ

た（表 2）．哺乳類はシカが総撮影枚数 2157 枚で最も多く

（調査期間全体の RAI：47.3），本種だけで全体の撮影枚数

の74%を占めた．ニホンアナグマMeles anakuma Temminck，
1842 の 137 回（RAI：3.0），ニホンテン Martes melampus 
(Wagner, 1841)の 60 回（RAI：1.3），タヌキ Nycteleutes 
procyonoides Temminck, 1838 の 54 回（RAI：1.2）がそれに

次いだ．シカ，タヌキ，ニホンテン，ニホンリス Sciurus lis 
Temminck, 1844 は通年撮影された（表 2）．哺乳類に比べて

鳥類の撮影枚数は少なく，不明種を合わせて 354 回（RAI：
7.8）だった（表 2）．鳥類の中ではハシボソガラス Corvus 
corone Linnaeus, 1758 の撮影枚数が 60 回（RAI：1.3）でもっ

とも多く，ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis (Temminck, 1830)の
43 回（RAI：0.9）とハシブトガラス Corvus macrorhynchos 
Wagler, 1827 の 38 回（RAI：0.8）がそれに次いだ． 
シカの RAI の月変化ならびに時間帯による変化を図 2 に

示す．シカのRAIは有意に月変化し，秋に高かった（図 2a；表
3）．いっぽう，シカの RAI は深夜から夜明けにかけて（1 時台

〜5 時台）と日没前後（16 時台〜20 時台）という 2 回のピー

クがあった（図 2b；表 3）． 
表 4 に，調査期間全体のシカの RAI と他の動物の RAI の相

関分析の結果を示す．分析した10種の中でニホンアナグマ，ニ

ホンテン，ハクビシンの 3 種の RAI についてはシカの RAI との
間に有意な正の相関が得られ（ニホンアナグマ：rs = 0.693，p = 
0.001；ニホンテン：rs = 0.687，p = 0.002；ハクビシン：rs = 0.562，
p = 0.015），またタヌキについても有意な傾向が得られた（rs = 
0.447，p = 0.063）． 

 
 

考  察 
 
牡鹿半島では，哺乳類 11 種，鳥類 28 種がセンサーカメラ

に記録された．このうち中型の哺乳類については東北地方で

みられる主要な中型食肉（鈴木ほか，2004；林野庁東北森林

管理局，2023；高橋，2022）と共通で，また鳥類については，

撮影された 28種の鳥類（種まで同定できたもの）すべてが宮

城県の他地域の鳥類相と共通だった（伊沢・藤田，2002；移
川・溝田，2005；攝待ほか，2012）．大型獣のうち，ニホンザル

Macaca fuscata とイノシシ Sus scrofa は本研究の実施期間

表3 シカのRAIの時間的変化に関する一般化線形混合モデル

（GLMM）の解析結果のまとめ． 
 推定値 ± SE 自由度 t p 

月変化       

切片 55.6  ± 20.1  178 2.76 0.006 

1月 –31.0  ± 24.7  178 –1.26 0.211 

2月 –38.1  ± 25.1  178 –1.52 0.131 

5月 –3.0  ± 25.0  178 –0.12 0.906 

6月 17.9  ± 24.6  178 0.73 0.468 

7月 2.1  ± 24.6  178 0.08 0.934 

8月 9.8  ± 24.4  178 0.40 0.689 

9月 3.8  ± 24.7  178 0.16 0.877 

10月 69.3  ± 24.7  178 2.80 0.006 

11月 –4.8  ± 24.7  178 –0.19 0.846 

12月 –22.1  ± 24.7  178 –0.90 0.372 
時間変化       
切片 2.1  ± 0.7  437 3.10 0.002 

1時台 0.7  ± 0.7  437 1.04 0.300 

2時台 0.9  ± 0.7  437 1.35 0.178 

3時台 1.4  ± 0.7  437 0.06 0.040 

4時台 1.0  ± 0.7  437 1.56 0.119 

5時台 0.7  ± 0.7  437 1.14 0.256 

6時台 –0.1  ± 0.7  437 –0.08 0.933 

7時台 –0.4  ± 0.7  437 –0.57 0.567 

8時台 –0.2  ± 0.7  437 –0.25 0.801 

9時台 –0.5  ± 0.7  437 –0.71 0.478 

10時台 –0.8  ± 0.7  437 –1.21 0.229 

11時台 –0.2  ± 0.7  437 –0.26 0.795 

12時台 –0.2  ± 0.7  437 –0.33 0.743 

13時台 0.2  ± 0.7  437 0.23 0.819 

14時台 –0.2  ± 0.7  437 –0.30 0.766 

15時台 –0.1  ± 0.7  437 –0.14 0.885 

16時台 1.2  ± 0.7  437 1.76 0.080 

17時台 1.9  ± 0.7  437 2.83 0.005 

18時台 2.5  ± 0.7  437 3.79 < 0.001 

19時台 1.9  ± 0.7  437 2.82 0.005 

20時台 1.5  ± 0.7  437 2.29 0.023 

21時台 0.6  ± 0.7  437 0.86 0.389 

22時台 1.2  ± 0.7  437 1.79 0.074 

23時台 0.6  ± 0.7  437 0.94 0.349 

月変化の場合4月の推定値を0，時間変化の場合0時台の推定値を

0とした． 
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（2023 年 4 月〜2024 年 2 月）には記録されなかったが，2024
年 9 月にイノシシ 1 頭が半島内で確認され（辻，未発表），サ

ルについては 2023年 7月には単独行動するニホンザルが確

認されている（Tsuji and Kawazoe, 2025）．サルは本来群れ

生活する動物であり，宮城県内での分布が県西部や南部に

偏っていることから（宮城県，2025），牡鹿半島に定住している

可能性はなさそうである．この結果より，多様度の点では牡鹿

半島の動物相は宮城県内，そして東北地方の他地域と同程

度だと考えられる．ただしニホンカモシカ Capricornis crispus
はここ 10 年の間に県内で急激に分布が拡大し，石巻市内で

も生息が確認されているが（古川ほか，2022），本研究および

我々のこれまでの調査では一度も撮影されたことはなく，牡

 
図 2  牡鹿半島内に設置したセンサーカメラ（n = 20）から評価したシカの RAI の平均値（±SD）の a）月変化と b）時間帯ごとの比較．2023 年 4 月

から 2024 年 2 月の間に得られたデータを用いた． 

表 4 牡鹿半島にセットしたセンサーカメラ（設置期間：2023 年 4 月〜2024 年 2 月）によって撮影された動物の RAI ならびにニホンジカの RAI との
相関分析の結果のまとめ． 

 哺乳類  鳥類  

カメラ番号 
ニホン 
ジカ タヌキ アナグマ 

ニホン 
テン 

ニホン 
リス 

ハク 
ビシン  カケス キジ 

ハシボソ
ガラス 

ハシブト
ガラス ヒヨドリ 

シカ以外
の種数 

BI-33 102.30  0.46  4.15  1.84  1.84  2.30   0.46  0.00  0.00  0.00  0.46  11 

BI-34 108.84  1.20  1.61  1.61  0.00  3.61   0.00  0.00  0.00  0.00  0.40  8 

BI-35 24.62  0.00  0.00  0.00  0.76  1.14   0.38  0.00  0.00  0.00  1.89  14 

BI-36 125.00  0.00  0.42  0.83  0.42  0.00   0.00  0.00  2.50  10.42  2.08  4 

BI-37 2.73  0.00  0.00  0.00  0.45  0.00   0.00  0.00  0.00  0.00  0.00  17 

BI-38 42.13  0.00  0.00  0.39  0.00  0.00   0.39  0.00  0.00  0.39  0.79  4 

BI-39 22.62  0.00  0.00  0.00  0.40  0.00   0.40  0.00  0.79  0.00  1.19  10 

BI-40 78.79  11.36  1.89  0.00  2.27  0.38   1.89  0.00  9.47  9.85  0.00  8 

BI-41 113.85  2.05  3.59  1.03  0.00  2.56   5.64  3.08  0.00  0.00  0.51  2 

BI-42 89.20  0.80  7.60  1.20  0.40  0.40   1.20  4.00  0.00  0.00  0.40  6 

BI-44 64.39  1.14  7.95  4.17  2.27  1.52   0.00  0.00  0.00  0.00  0.00  4 

BI-45 25.76  3.79  1.52  10.61  0.38  0.38   0.00  0.00  0.00  0.00  0.00  1 

BI-56 2.65  0.00  0.00  0.00  0.00  0.00   0.00  0.00  0.00  0.00  1.89  16 

BI-58 0.41  0.00  0.00  0.00  0.00  0.00   0.00  0.00  0.41  0.00  0.82  3 

BI-60 0.39  0.00  0.00  0.00  0.00  0.00   0.00  0.00  0.00  0.00  0.39  1 

BI-63 12.45  0.39  0.39  0.00  0.78  0.39   0.39  0.00  0.39  0.00  0.00  9 

大学演習林* 6.31  2.76  1.20  0.13  1.10  0.63   0.13  0.00  0.00  0.00  0.10  22 

清崎** 24.25  0.15  0.56  0.51  0.05  0.05   0.10  0.00  0.45  1.06  0.45  23 

rs － 0.447  0.693  0.687  0.180  0.562   0.389  0.401  -0.009  0.323  0.103  -0.221  

p － 0.063  0.001  0.002  0.475  0.015   0.111  0.123  0.974  0.206  0.683  0.379  

* 古川ほか（2022） 
** 八木澤ほか（2024） 
カメラ番号 BI-28, BI-43, BI-57, BI-66 は稼働日数が 200 日未満だったため解析から除いた． 
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鹿半島内には生息していないと考えられる． 
 牡鹿半島内で撮影された映像の 80%以上がシカに偏っ

ており，この傾向は半島南西部で実施された予備調査（八木

澤ほか，2024）と同様だった．宮城県の報告によれば，牡鹿半

島周辺のシカの推定個体数（中央値）は 2010 年度に 6181
頭だったものが 2019 年度には約 8143 頭と，1.3 倍に増加し

た（宮城県，2022）．半島内の高い RAI は，この生息密度を反

映していると考えられる． 
シカは通年で撮影されたが，その RAI は秋に高く，また一

日の中では 1）深夜から夜明けにかけてと 2）日没前後という

2 回のピークが見られた．シカの RAI がそのままシカの密度を

意味しているわけではないが，シカの活動の指標とみなすこと

ができる．秋はシカの交尾期であり，オス・メスともに活動性が

高まることは他地域でも報告されている（金森ほか，1999；小

谷，2017）．交尾相手の探索行動が RAI の高さに反映してい

ると推測される．いっぽう，夜間の活動性の高さは，牡鹿半島

で盛んにおこなわれているシカの有害駆除を避けるための，シ

カの行動的な応答だと推測される．この結果は，牡鹿半島内

の道路におけるシカの飛び出しが，夜間に多くなることを示唆

する．牡鹿半島では毎年 70 件を超える車とシカの接触事故

が発生しており（宮城県，2022；Takahashi et al., 2023），運転

者への注意喚起のために本研究で得られたデータを活用で

きると思われる． 
ニホンテン，ニホンアナグマ，ハクビシンの 3 種の RAI はシ

カの RAI と有意な正の相関がみられ，タヌキの RAI も正の傾

向を示した．同様な，食肉類の撮影頻度とシカの撮影頻度の

関係は，神奈川県でも得られている（大石ほか，2023）．この

理由として，1）両者は無関係だが半島内で植物の生産量の

高い場所に多くの動物が集まっていることを反映している可

能性，2）食肉類がシカの死体を食物として利用するために食

肉類が集まっている可能性（足立ほか，2016；Inagaki et al., 
2020）が考えられる．1）の場合，両者の相関関係は，シカの採

食に伴う植物現存量の低下とともに将来的に消失すると予

想されるが，2）の場合は相関が今後より強くなると予想され

る．残念ながら，我々は上述の可能性を検証するデータを持

ち合わせておらず，今後裏付けとなる調査を進めたい． 
シカの RAI と撮影された種数の間に有意な相関が見られ

なかったため，本研究の結果からは「シカの存在が間接的に

半島の生物多様性に負の影響を与える」とは言えない．しか

し他地域では，高密度で生息するシカによる採食圧が植生

の単純化を通じて昆虫や齧歯類などの生息密度を低下させ，

間接的に肉食動物の食性（Seki et al., 2021），そして鳥類の

種構成や生息密度（Hino, 2000）に影響を与えた事例が報

告されている．長期にわたるシカの採食圧は植物の資源量や

多様性を低下させるため，これが一次消費者（植食性昆虫，

げっ歯類）の密度低下を引き起こし，結果的に肉食獣や鳥類

の行動圏が拡大する，採食や繁殖などの行動が変化する，

繁殖率や多様性が低下する，などの間接的な影響が生じる

可能性は，否定できない．この可能性を検証するためには，

今後も半島内で継続して動物相の調査を行い，シカの存在

が森林群集に与える影響について，注意深くモニタリングす

る必要がある． 
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